




1． ボランティア ・ ツーリズムの考え方



















（engagement in volunteer work as a tourist）と定義されるもので、「ツー
リストであること」、「ボランティア活動」および「従事すること」
の 3 者が、基本的キーワ ドーであるとしている（A1,p.14）。
　ボランティア・ツ リーズムについての考え方には、2 つの方向
がある。
















これらのものと一体化し、「オルター ナティブ（alternative：今 1 つ
の）・ツ リーズム」の 1 形態となることになる（W4,pp.194-195;W5,p.43;








Concept and Significance of Volunteer Tourism:
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Abstract：
Volunteer tourism or voluntourism　is today developing worldwide. There are  estimated 1.6 million volunteer tourists a 









の 3 点、すなわち「文化的没入」（cultural immersion）、「違
いを作ること」（make a difference）、「友愛の探求」（seeking 





















ア・ツ リーズムは、2005 年 8 月末アメリカ南部を襲ったハリケー
















計画」（volunteer projects abroad）にヒットしたものは、2009 年 8
月600 万を数えた（D,p.31）。世界における実際のボランティア・
ツ リーズムの規模は、2008 年（年間）、ツ リースト数にして 160
万人、充当金額にして 16 億 6 千万ドル～ 26 億ドルであった
といわれる（B1,p.1；W4,p.194）。
　これに照応して研究活動も次第に活発なものとなり、2009
年 6 月「ボランティア活動とツ リーズムに関する国際的シンポジ








































































































































































Ⅲ . ボランティア ・ ツーリストの実態
　








　ニカラグアのボラン・ツ リーストは、4 か国から来ていた 20
人の者が対象であった（そのうちインタビュ さーれたのは 16 人）。か
れら20 人の内訳は、フランスからの者 11 人、アメリカからの
者 7 人、イギリスからの者 1 人、オーストラリアからの者 1 人で、
年齢は 23 ～ 38 歳、多くが大学卒で、現地滞在期間は、短
















マスター 訓練生など 22 人がインタビュ さーれた。かれらはカナ
ダ、アメリカ、フィンランド、スカンジナビア 3 国、スイスから来

























































































































（globalising, humanizing civil society）と規定されているものである
ことを改めて紹介し（cited in F,p.226）、ボランティア・ツ リーズム論
としては、例えば、個々のボランティア・ツ リーストの適性いか
んの問題などよりも、ボランティア活動によって実現される文化























































































「バランス得点カ ドー法」（balanced score card）や、「社会的投







































































































































































































学者で、「ツ リーズム・レジャー教育学会」（the Association for 
Tourism and Leisure Education; ATLAS）のなかの「ボランティア・ツー
リズム研究部会」（the ATLAS Volunteer Tourism Research Group）
の創始者であり、現代表者である。

















（Rochester,C.） ら の 書“Volunteering and Society in the 21st 
Century”（参照文献 R）が挙げられている。ベンソンによると、そ









　第 3 に、理論的領域では、ボランティア・ツ リーズムは究極
的には持続的発展 （sustainability）の命題に立脚するものであ






　第 4 に、気候変化（climate change）にともなう環境変化にもっ
と注意を向け、環境保持に志向したボランティア・ツ リーズム
が展開されるようにすべきことである。








（2） ボランティア ・ ツーリズム部門自体における差し迫った
諸問題の研究
　これも、細別すると、次の 6 つの課題に分かれる。











　第 2 に、金銭の問題（question of money）がある。イギリスの
ボランティア・ツ リーズムでは、必要経費はツ リーストが負担す





















































　第 2 に、受け容れ地域がある。この点については、ツ リー
ズム一般の観点からの研究は進んでいるが、ボランティア・ツー
リズムの視点からのそれは遅れている。なかには、ボランティア・
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